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論文 嫌韓の情報源に関する分析

李　洪千

本研究は，嫌韓情報の情報源と嫌韓情報行動，嫌韓態度，韓国に対するイメージの変化，嫌韓空気の感知，嫌韓デ
モとの関係を分析することが目的である．分析は嫌韓関連意識調査データを基に行った . 分析結果によると，情報源
として多く利用されていない出版物ほど嫌韓態度，イメージの変化，嫌韓情報行動との関連性が高いことが分かった．
また，回帰分析によると，すべての項目において嫌韓本は統計的に有意であり，嫌韓本が与える影響が強いことが確
認できた．さらに，嫌韓行動・態度・デモ参加に強く関連している情報源ほど，男性の利用割合が多いことが明らか
になった．
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1　はじめに
本稿は，嫌韓情報の情報源を出版物から考察し，嫌韓

情報源と嫌韓行動や認識の間の関係性について検討す
ることが目的である．本稿が出版物に注目するのは，
2013 年の末からほぼ 2 年間にわたって週刊誌を含め出
版物における嫌韓記事がブームになっているからであ
る．特に週刊誌の「嫌韓報道」は韓国に紹介され，それ
を批判する韓国の報道が「反日報道」として日本で紹介
されると日本の嫌韓報道がエスカレートする悪循環に
陥っている．

言論 NPO が行った日韓共同調査によると，日本にお
いて韓国関連情報のほとんどはニュースメディアに依
存している．そのなかで，テレビが占める割合は圧倒的
に多く，インターネットを情報源にしているのは日本で
2 割弱，韓国では 3 割弱である（注 1）．相互に対する否
定的な報道の仕方は媒体によって異なるがテレビなど
の映像メディアは大衆迎合主義によって相手国に批判
的である．例えば，韓国でテレビは反日世論に逆らえず
迎合する傾向が強い．他方で，インターネットにおける
批判的な情報の氾濫は PV 至上主義として批判されてい
る．日本では嫌韓モノがオンラインで支持を集める傾向
が強く，「嫌韓記事＝稼げる情報」というビジネスモデ
ルが成りだっている．その背景には，販売部数の減少に
よる損失をオンラインで補う必要性が増えている新聞
や出版社が「嫌韓」を商業主義として利用しているから
である．

そのようなことを考えると，嫌韓情報は出版メディア

の影響を強く受けているかのように思われる．しかし，
現実では嫌韓情報の多くはインターネット上で氾濫し
ている．本稿を通じて嫌韓情報源としての出版物の利用
と嫌韓行動との関係を調べる．

1．1　週刊誌の嫌韓報道
国際情勢を扱うことで有名な「ニュースウィーク」の

日本版は 2013 年に 2 回にわたり「嫌韓」特集を掲載し
た．9 月 5 日号では「暴走する韓国」という特集を組み，
10 月 1 日号では「反日韓国の妄想」という特集を掲載
した．表紙には，「荒唐無稽すぎる数々の反日ファンタ
ジー」，「歴史問題をめぐるご都合主義の深層」，「世代交
代で到来 『過激な反日新時代』」の見出しが並んでいる．

日本の雑誌記事の嫌韓報道は，韓国からも批判を受け
ている．韓国の朝鮮日報は，日本の週刊誌に「嫌韓」「笑
韓」報道が溢れていると報道している（2013 年 12 月
29 日）．その代表的な記事は次のような内容である．

「「“無法国家” 韓国から撤退しよう」」，「韓国の妄言に “10
倍返し” だ」「総力特集　だから韓国は嫌われる」（以上
週刊文春），「逆転勝利『東京五輪』の非公式情報　露骨
な嫌がらせが水泡に帰した『韓国』の歯ぎしり」（週刊
新潮），「世界で『反日ヘイトスピーチ』をバラまく国家
は中国・韓国だけ」（週刊ポスト）

以上の内容をみるといわゆる大手雑誌も嫌韓報道を
商業的に利用している．例えば，週刊文春は嫌韓報道に
よって 2 万部ほど部数が伸びたと言われている．それ
がライバル誌を刺激し，さらに過激な嫌韓報道を生み出
すことになる．国際情勢を扱う権威ある雑誌の「ニュー
スウィーク」も含めて，ヌードグラビアの「FLASH」
など嫌韓記事を乗せているほど，雑誌のジャンルも多岐
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にわたる．

2　分析対象および変数
本調査は，嫌韓関連記事や本を読んだことがある人を

対象にアンケート調査を行った．調査の内容は以下のよ
うである．

表 1　調査の概要

本稿の分析には次のような変数を用いた．嫌韓情報を
得たことがある出版物（複数回答），韓国人に対する態度，
嫌韓情報を得た媒体（複数回答），嫌韓情報に対する情
報行動，アクセスしたことがある嫌韓関連ネットサービ
ス，韓国に対するイメージの変化，嫌韓デモへの参加，
嫌韓空気に対する認知，空気を感じる社会的組織，嫌韓
言説に対する意見．

韓国人に対する態度は，「どちらとも言えば嫌い」，「嫌
い」を「嫌い」として合計した．今回の分析では，「嫌い」
の割合と出版物とのクロス集計を行い，割合が高い上位
4 位を比較した．

嫌韓サイトへのアクセスの回答は，「1 〜 2 回」「3 〜
4 回」「5 回以上」「ない」であるが，1 回以上アクセス
した回答をアクセス経験ありと合算した．アクセスした
ことがある嫌韓関連ネットサービスは，「2ch」「Naver
まとめ」「Youtube」「ブログ」「その他」などの項目を
設けた．この項目は，人々がどのようなネットサービス
から嫌韓情報を得ているのかを調査するためである．

韓国に対するイメージの変化は，「よくなった」「どち
らかと言えばよくなった」の回答を「よくなった」に，「悪
くなった」「どちらかと言えば悪くなった」を「悪くな
った」として合計した．嫌韓デモへの参加は，1 回以上
参加したことがあることを「参加した」として合算した．
嫌韓情報を得た媒体は，「新聞」「放送」「インターネット」

「出版物」「その他」の項目であるが，そのうち「インタ
ーネット」だけを選択した．嫌韓言説に対する意見は，
次の 6 つの文章を用いて調査した．「韓国人はよく怒る」

「竹島は韓国が不法占拠している」「慰安婦の動員には強
制性はなかった」「日韓併合は合法的であった」「在日朝
鮮人は優遇されている」「在特会の半官デモの主張は正
しい」これらの言説に対して，出版物とのクロス集計を
行い，「同意する」という回答の割合が多い順で結果を

示した．

3　分析結果
嫌韓情報の情報源を「出版物」に限定して調べた結果

を表 2 で示す．表 2 によると嫌韓本を情報源にした割
合がもっとも多い．それ以外 10％を超える出版物をみ
ると，日本の代表する保守的な週刊誌が並んでいる．

韓国人に対する態度と出版物との集計結果を示した
のは表 3 で示す．集計は「嫌い」と答えた割合の上位 4

表 2　嫌韓情報の情報源（複数回答）

表 3　韓国に対する態度（嫌いの割合）



東京都市大学横浜キャンパス情報メディアジャーナル  2019. 4  第 20 号

94

位までを示している．表をみると，Will，正論，SAPIO
は 4 位以内で 5 回登場する．Voice は 4 回登場する．
嫌韓本は 1 回しか登場しない．Will は「韓国人について」
を除いて，全ての言説で 1 位となっている．正論は 5
つの言説においてすべて 2 位とランクされている．
Voice は「韓国人について」は 1 位となっているが，「韓
国」，「韓国文化」，「韓国社会」については 3 位である．

ただ，表 3 で上位にランクインされた出版物を表 2
で探してみると，上位 4 位までの出版物は「嫌韓本」
以外はランクインされていない．嫌韓本を選択した回答
のうち韓国政治について「嫌い」と答えた人の割合は
78.3％と第 4 位である．SAPIO は，表 2 で 5 位，正論
は 6 位，Will は 9 位，Voice は 18 位である．

以上のことから嫌韓情報源としての出版物のランキ
ングと韓国に対する否定的な態度（嫌い）の順位は必ず
しも一致していない．5 つの項目に対して否定的な割合
の上位に「Will」「正論」「Voce」「SAPIO」の 4 つの出
版物が入っているが表 2 によると，SAPIO は 5 位，正
論は 6 位にランクインされている．

嫌韓情報を得ている媒体と出版物との関係を示した
結果のうちインターネットを選択した割合の順位を示
したのは表 4 である．インターネットだけ示している
のは，全体の媒体のうちインターネットを選択した割合
が 66.2％ともっとも多かったからである（注 2）．表 4 に
見られるように全ての出版物でインターネットを選択
した割合は 50％を超えている．

個別の出版物からみると，Will を選択した人の
77.15％がインターネットから嫌韓情報を得ていると回
答 し た．2 位 の Voice は 75.7 ％，3 位 の Friday は
74.6％である．SAPIO は 73.9％，週刊東洋経済は
70.1％である．上位 5 位までの出版物は，表 3 におい
て上位 4 位にランクインされている．また，表 2 の上
位 4 位まではインターネットから嫌韓情報を得ている
割合は相対的に低い水準である．

インターネットから情報を得ている割合がもっとも
低かった「世界」を情報源としている媒体を見ると放送

（32.1％）と新聞（14.3％）が多い．アエラは，放送
23.1％，新聞 7.7％である．週刊文春は，放送 23.4％，
新聞 11.2％である．諸君は，放送 17.3％と新聞 11.5％
であり，中央公論は，放送 23.7％，新聞 10.2％である．
週刊新潮は，放送 21.3％，新聞 11.2％である．

男女の割合を順位で示すと，順位は真逆である．男性
でインターネットから嫌韓情報を得ているのは，
FRIDAY（76.0％）であり，その女性のランキングは最
下位の 24.0％である．その他を除いて女性の割合が最
も多い女性自身（76.9％）の男性の割合は 23.1％であ
り最下位である．

嫌韓サイトへの情報行動を出版物別に集計し，順位を
示したのは表 5 である．表 5 によると，インターネッ
トから情報を得ている割合は必ずしも嫌韓サイトへの
情報行動につながっていると断言できない．表 4 で第 2
位である Voice は，嫌韓サイトへの情報行動では 3 つ
の行動で上位を占めている．嫌韓サイトに書き込みの経
験があることは積極的情報行動であり，Voice の回答は
42.8％で一番多かった．消極的情報行動と言える「嫌
韓サイトへのアクセス」と「嫌韓動画の視聴」に，
Voice と中央公論は上位にランクインされている．表 5
に諸君は 3 回，歴史通は 2 回登場している．Voice を除
けば，これらは表 4 において上位にランクされていない．
表 3 によると，中央公論は 15 位，諸君は 16 位，歴史
通は 12 位である．女性自身は 10 位である．

具体的にどのような嫌韓サイトにアクセスしているの

表 4　嫌韓情報を得た媒体

表 5　嫌韓サイトへの情報行動
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かを調査した結果を，出版物別に集計したのは表 6 であ
る．表 6 は表 2 のランキングにアクセスするサイトを表
示したものである．表 6 によると，2ch と YouTube に
アクセスする割合がもっとも多い．嫌韓本は，週刊現代
は 2ch を選択した割合が多く，週刊新潮と週刊文春は
YouTube の割合が多い．SAPIO は 2ch と YouTube の
割合が高い反面ブログや Naver まどめは相対的には少
ない．

表 2 のラインキングによってアクセスする関連サイ
トをみてみると嫌韓本は，2ch（73.7％）と YouTube

（64.5％）の割合が多い．週刊現代は，2ch（71.6％）
と YouTube（63.8％）．週刊新潮は 2ch（60.8％）と
YouTube（72.6 ％） が，SAPIO は 2ch （73.8 ％） と
YouTube（72.5％）の割合が多い．

表 5 においてもっとも積極的に情報行動を行ってい
る Voice と中央公論の結果をみると，Voice は 2ch

（73.8％）と Youtube（72.5％）の割合が多い．中央公
論は 2ch（75.8％）と Youtube（72.7％）．諸君は，そ
れぞれ 70.4％，66.7％である．以上のデータから嫌韓
情報行動が積極的であるほど 2ch と YouTube にアクセ
スする割合が多い．
「嫌韓本」や「嫌韓記事」を読んだ後，韓国に対する

イメージの変化を雑誌別に集計した結果を，イメージが
悪くなったと答えた順で示したのは表 7 である．表 7
によると，韓国に対するイメージが悪くなった割合が一
番多かったのは，Voice である．嫌韓本（2 位），正論（4
位），SAPIO（4 位），週刊文春（6 位），Will（7 位）の
順である．これを性別に集計すると，その他（87.2％），
女性自身（82.5％），週刊文春（54.2％），世界（53.8％），
週刊新潮（52.2％）以外の出版物で男性の割合が多い．
男性の比率をみると，FRIDAY が 75.0％ともっとも多
かった．SAPIO（66.7％），諸君（66.7％），中央公論

（62.5％），VOICE（60.9％），週刊東洋経済（60.7％），
週刊ポスト（60.0％）が続いている．

イメージが悪くなったランキングは，表 2，表 4，表
5 との関連性は少ないように．表 3 とは関連性があるよ
うに思われる．表3にランクインされている，Will,正論，
SAPIO，Voice が表 7 においても上位にランクインされ
ている．Voice は表 3 で 4 回登場する．Will と正論は，
5 回登場し，全て 2 位にランクされている．SAPIO も
4 回登場している．

表 3 と表 7 から，韓国に対するイメージが悪くなる
ことと，韓国に対する態度には関連性があると考えられ
る．韓国に対する態度が悪い（嫌い）ことは，韓国に対
するイメージが悪くなることに関係している．

嫌韓デモに参加した経験を出版物別に集計して順位
を示したのは表 8 である．表 8 によると，嫌韓情報を
出版物から得た人の嫌韓デモ参加率は高くない．80％
以上の回答者は嫌韓デモに参加したことはなく，嫌韓情
報に接した人のなかで嫌韓デモに参加するのは少数で
ある．ただ，どのような嫌韓出版物から情報を得ている
のかによって，嫌韓行動への参加には違いがある．

出版物別にみると嫌韓情報を Voice から得たことが
あると答えた人の嫌韓デモへの参加率は 16.2％である．
女性自身は 12.2％，中央公論 11.9％ ,Will と諸君は
11.5％，週間文春と世界は 10.7％であり，週刊ダイヤ
モンドは 10.1％となっている．表 8 によると，表 2 で
上位を占めている出版物の順位が中間か下位にランク

表 6　嫌韓関連サイトへアクセス

表 7　韓国に対するイメージの変化
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されている．例えば，嫌韓ブームに火を付けた嫌韓本は
6.2％に過ぎない．週刊現代は 9.2％（9 位），週刊新潮
5.5％（17 位），週刊文春 10.7％（6 位）である．表 2
で最下位だった世界は 6 位であり，18 位だった Voice
から嫌韓情報を得た人の嫌韓デモ参加率は一番多い．
17 位だった諸君は 5 位，14 位だった歴史通は 11 位，
10 位だった週刊ダイヤモンドは 8 位となっている．

嫌韓空気を感じているかの有無を，嫌韓情報を得た出
版物別に集計した結果を表 9 で示す．表 9 によると，
全ての出版物において嫌韓空気を感じている割合は
70％を超えている．その順位をみると，Voice，週刊ダ
イヤモンド，週刊東洋経済，正論，週刊ポストが上位 5
位である．最下位の諸君，女性自身，世界でも空気を感
じる割合は 70％を超えている．空気を感じる割合を男
女別に集計すると，男女の順位は真逆である．男性 1
位の SAPIO は 70.0％であり，女性は 19 位である．女
性自身は，女性の割合がもっとも多かったが，男性は
18 位であった．女性でもっとも多かったのはその他で
あった．

男性の割合が多かったのは，FRIDAY（67.0％），週
刊ポスト（66.0％），諸君（63.4％），週刊現代（62.2％）
である．

嫌韓空気を感じるところを集計した結果を表 10 で示
す．表 10 によると，嫌韓空気をもっとも感じるところ
はインターネットである．インターネットを選択した割
合の順位をみると，正論（67.6％），その他（67.2％），

Voice（64.7 ％），SAPIO（64.2 ％），Will（59.8 ％），
中央公論（57.1％）が上位を占めている．それを男女
別に区分して集計すると，男性ランキングの上位は，イ
ンターネット順位の下位の出版物が占めている．例え
ば，男性の割合がもっとも多いのは FRIDAY（インター
ネット順位 14 位）で 78.6％である．次に，諸君（同

表 8　嫌韓デモ参加した割合
表 10　嫌韓空気を感じるところ

表 9　嫌韓空気の感知の有無
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11 位，77.3％），週刊ポスト（同 13 位，71.2％），ア
エラ（同 12 位，69.6％），歴史通（同 16 位，69.6％）
が続いている．女性の割合が多いのは，女性自身（同
19 位，69.4％），世界（同 17 位，50.0％），中央公論（同
6 位，50.0％），週刊新潮（同 9 位，46.1％）の順である．

嫌韓に対する言説との関係で，「同意する」の割合の
上位5位までを示したのは表11である．表11によると，
Voice, 正論，Will は全ての言説に同意する割合が高い．
SAPIO は「在日は優遇されている」言説以外には上位
5 位に入っている．嫌韓本は，慰安婦，領土，在日朝鮮
人問題に関する言説において上位に入っている．歴史通

は，韓国人のイメージ，日韓併合問題，在日朝鮮人問題
に対する言説で上位に入っている．中央公論は「在特会
の反韓デモの主張は正しい」について上位に入っている．

各言説の上位 5 位の「同意する」割合の平均をみると，
領土問題に対する言説に同意する割合がもっとも高く
83.1％である．次に，「韓国人はよく怒る」が 78.2％と
続いている．慰安婦問題は 71.2％，日韓併合の歴史問
題は 63.7％ , 在日朝鮮人に関する言説は 63.0％である．
もっとも平均値が低かったのは「在特会の反韓デモの主
張は正しい」であり，平均 39.0％である．この言説に
対しては同意しない割合の平均も 27.3％と上位 5 位ま
でのうちもっとも高い．領土問題に対する言説に同意し
ない割合の平均は 5.5％ともっとも低い．

以下は，嫌韓情報行動と情報源との関係について回帰
分析を行なった結果を示す．

嫌韓情報行動と有意な関係にあった情報源を示した
のは表 12 である．表 12 によると，嫌韓本は，全ての
情報行動に対して有意である．嫌韓関連サイトや関連動
画を視聴することを弱い嫌韓情報行動と分類するので
あれば，世界がそれに当てはまる．正論と SAPIO は嫌
韓動画の視聴にのみ有意である．中央公論は，嫌韓サイ
トアクセス，嫌韓動画の視聴・動画のアップロードに有

表 11　嫌韓に対する言説

表 12　嫌韓に対する情報行動との関係
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意である．嫌韓サイトに書き込み，嫌韓動画アップロー
ドを強い嫌韓情報行動と区分すれば，週刊文春・Voice
はそれに当てはまる．嫌韓サイトに書き込みのみに当て
はまるのは，SAPIO，諸君であり，嫌韓動画アップロ
ードのみに当てはまるのは，女性自身，歴史通である．

韓国に対する態度と情報源との関係を示しているの
は表 13 である．表 13 によると，全ての態度において
嫌韓本は有意である．とくに韓国人と韓国文化に対して
有意である情報源の数が多い．週刊新潮，週刊東洋経済，
女性自身，中央公論，正論は 2 つの態度に対して有意
である．

韓国に対する言説と情報源の関係を示したのは表 14
である．表 14 によると，慰安婦問題と在日朝鮮人問題
以外に 6 つ以上の情報源として有意な結果が出ている．
領土問題は 7 つの情報源で有意な結果が出た．韓国人
のイメージ，日韓併合，在特会に関する言説は 6 つの

情報源で有意性が見られた．嫌韓本，正論，諸君は全て
の言説について有意である．SAPIO は 4 つで，世界は
3 つの言説で有意であった．

嫌韓情報を得ているネットサイトと情報源との関係
を示しているのは表 15 である．表 15 によるとネット
サイトと有意である情報源は少ない．嫌韓本は，2ch と
ブログと有意であり，週刊現代は 2ch と NAVER まと
めと有意である．

嫌韓デモ参加と有意である情報源を示したのは表 15
である．表 15 によると，大手週刊誌が含まれている．
週刊現代，週刊文春，週刊新潮は時事問題を扱う日本を

表 13　韓国に対する態度と情報源

表 14　嫌韓言説と情報源
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代表する週刊誌である．また，Will と Voice は表 2，表
3，表 6 などで上位にランクされている．

4．考察
以上で，嫌韓情報源と韓国に対するイメージ，態度，

嫌韓情報行動との関係を調べた．情報源は，嫌韓関連イ
メージや行動とどのように関係しているのか．表 2 で
見られる情報源の順位は，嫌韓行動，態度との関係を示
しておらず，嫌韓本だけ強い有意性が見られている．嫌
韓本は，嫌韓情報行動（表 12），韓国に対する態度（表
13），嫌韓言説（表 14），嫌韓情報を得ているサイト（表
15）に関連性が強い．表 12 から表 14 までの結果に登
場する情報源は，嫌韓本を除けば表 2 の下半分の順位
に登場する．これから考えると，情報源としてよく利用
される出版物は多くの読者に読まれるために説得力を
持たなければならない．そのため，感情にうったえるよ
り知識を伝えることが多いと考えられる．上位 5 位の
うち嫌韓本と SAPIO のみに有意性が見られる．これら
を考えると，情報源としての利用頻度は少なくても，男
性の利用割合が多い情報源ほど，イメージ，態度，情報
行動で有意である．　

ここで嫌韓情報を接している情報源が多様であって
も，実際に態度，行動に影響を与えているのは一部分で

限定されていることが確認出来ている．表 3，表 4，表 5，
表 7，表 8，表 9 で，上位の情報源ほど統計的有意性が
確認できた．ただ態度，嫌韓言説などそれぞれの従属変
数の違いによって有意な情報源は異なっている．そこか
ら考えられるのは，多様な嫌韓情報源がすべて同じよう
な影響をもたらすのではなく，その読者や出版物の特
徴，扱うテーマによって異なることと考えられる．

5．結論
本稿はこれまで，嫌韓情報源として出版物を対象に，

嫌韓態度，嫌韓情報を得た媒体，嫌韓情報行動，嫌韓サ
イトへアクセス，韓国に対するイメージの変化，嫌韓デ
モ参加，嫌韓空気の感知の有無などについて分析してき
た．以上の結果をまとめると以下のようになる．

（1）�韓国を嫌う態度の割合が高いのは，Will，正論，
Voice，SAPIO を情報である．

（2）�インターネットは嫌韓情報の最大の窓口であり，
Will，Voice，FRIDAY，SAPIO から嫌韓情報を得
ている人ほどその割合が高い．

（3）�嫌韓に対して積極的に情報行動を行っているのは，
Voice，中央公論，諸君，正論から嫌韓情報を得て
いる人である．

（4）�韓国に対するイメージが悪くなった比率が高いの
は，Voice，嫌韓本，正論，SAPIO から嫌韓情報を
得ている人である．

（5）�嫌韓デモに参加した割合が高いのは，Voice，女性
自身，中央公論，Will から嫌韓情報を得ている人
である．

（6）�ほとんどの情報源で嫌韓空気を感じる割合は 70％
を超えている．

（7）�嫌韓空気を感じるどころはインターネットがもっ
とも多く，正論，Voice，SAPIO，Will から嫌韓情
報を得ている人が上位にランクインされている．

（8）��嫌韓言説に同意するのは Voice, 正論，SAPIO,Will
が上位を占めている．

（9）�全ての嫌韓情報行動，韓国に対する態度，嫌韓言
説に有意であるのは嫌韓本である．

（10）�大手週刊誌は嫌韓デモ参加と有意な関係であり，
嫌韓本とは関係なかった．

注
（注 1）	 週間ダイヤモンド，「日韓関係が断絶した本当

のワケ」2015 年 10 月 31 日付．
（注 2）	 インターネット以外の媒体の比率は次の割であ

る．新聞 9.5％，放送 16.3％，出版物 7.7％，
その他 0.3％となっている．

表 15　嫌韓情報を得ているネットサイトと情報源

表 16　嫌韓デモ参加と情報源


